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校
の
移
転
用
地
の
確
保
と
基
本
設

計
、
仮
称
第
思
金
組
宝
子
校
(
日

向
凶
削
)
の
用
地
開
買
収
費
と
品
調
夜
記
試

計
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
続
設
校

の
整
備
で
は
、
護
士
見
小
学
校
と

土
沢
史
学
校
木
造
校
舎
の
抽
出
て
替

昭
和
六
十
二
年
度
の
予
第
は
、
統
一
地
方
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
半
骨
格
的
予
算
と
え
、
横
内
小
学
校
と
旭
小
学
校
校

い
う
性
格
を
も
っ
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
四
百
七
士
一
億
円
、
特
別
会
計
(
病
院
事
舎
の
改
修
、
醐
脱
出
小
山
手
校
と
岡
崎

業
会
計
を
含
む
)
は
五
百
四
億
一
千
六
百
六
十
二
万
四
千
円
で

ro
自
然
を
愛
し
心
ふ
れ
あ
一
つ
¥
小
学
校
の
講
堂
烹
屋
内
謀
説
場
の

新
改
築
と
改
修
を
行
い
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
平
塚
市
の
主
な
予
算
司
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
交
流
の
場
づ
く
り
は

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
積
綴
び
わ
青
少
年
の
家
の
多
一
目
的
ホ
!

品
慰
霊
設
覇
b
一

一

範

欝

盤

的

に

展

開

し

ま

す

ル

の

事

や

青

少

年

友

好

訪

中

劇

輩
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ま
ず
、
市
民
の
自
主
的
な
学
一
揖
の
事
業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

義
母
盤
強
づ
く
り
警
の
実
施
正
一
言
費
を
二
か
年
継
活
動
主
援
す
る
た
め
、
岡
崎
公
美
術
器
、
昭
和
六
十
二
一
生
度

続
事
業
で
計
上
し
ま
し
た
。
口
氏
鎮
の
一
建
て
替
え
一
や
仮
称
大
神
公
着
工
を
め
ど
に
準
備
に
入
り
ま
す

今
年
は
、
圏
直
の
「
国
際
居
住
下
本
選
の
整
備
は
、
花
水
桜
ケ
民
館
の
新
築
の
た
め
の
準
備
な
が
、
市
民
の
文
化
の
殿
堂
と
ト
ぞ

年
」
で
す
。
公
営
住
宅
事
業
は
、
丘
、
黒
部
丘
、
照
子
原
潟
水
幹
線
ど
、
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
殺
し
み
の
も
て
る
施
設
を
考
え
て

一
一
か
年
継
続
事
業
で
華
急
百
の
整
備
、
海
岸
地
ぎ
の
雨
水
対
策
学
校
の
施
設
で
は
、
宮
沢
小
学
い
ま
す
。

建
て
岬
甘
え
を
行
い
ま
す
。
第
一
種
は
、
黒
部
丘
第
一
雨
水
幹
線
に
着

z
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P陶
骨

住
宅
を
二
十
四
戸
、
第
二
種
住
宅
手
し
ま
す
。
額
約
整
備
に
つ
い
て
盟
コ
轟
り
お
桂

i
b出

を
一
一
十
四
戸
建
設
し
-
ま
す
。
も
、
畳
一
語
原
町
、
立
野
町
川
な
ど
の
整

ι
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急
進
霊
視
に
不
可
欠
の
緑
政
に
備
を
一
進
め
、
仮
弥
撫
子
日
開
ポ
ノ
ブ
工
業
の
振
興
一
は
、
尽
の
施
策
に

、

、

一

一

産

業

緩

済

づ

く

り

つ

い

て

は

、

緑

化

推

進

基

本

計

ぬ

場

の

一

一

震

を

函

り

し

つ

主

地

地

期

待

し

ま

す

が

、

平

塚

市

も

従

来

在
策
定
し
ま
す
の
施
設
琵
で
は
、
の
解
消
に
万
九
五
一
を
期
し
ま
す
。
平
塚
市
の
特
性
宇
ア
史
か
し
た
産
の
敬
資
制
度
の
ほ
か
、
中
小
企
業

馬
入
緑
滋
怠
設
、
山
了
黒
部
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
「
ひ
業
の
発
援
と
労
働
環
境
り
向
上
を
の
支
援
そ
図
り
ま
す
。

丘
地
雨
悼
の
緑
政
整
備
、
ハ
イ
キ
ン
ら
つ
か
天
城
山
荘
」
は
、
市
民
の
留
り
、
調
和
と
活
力
を
も
っ
た
環
農
業
の
振
興
は
、
バ
イ
オ
テ
ク

グ
コ
ー
ス
の
震
な
ど
を
行
い
ま
好
評
毒
て
山
吉
霊
と
キ
ャ
境
つ
く
り
言
指
し
、
霊
的
な
ノ
ロ
ジ
I
先
襲
警
導
入
と
、

す

。

ン

ブ

場

新

設

の

た

め

に

準

綴

経

費

対

応

を

し

ま

す

。

生

産

性

の

高

い

農

業

基

盤

の

護

婦
総
合
公
園
は
、
補
助
事
業
と
レ
を
5

計
上
レ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
好
ま
ず
、
商
業
振
興
策
の
一
大
事
備
、
農
業
経
営
の
安
定
に
努
力
し

て
防
災
緑
地
問
点
急
整
備
を
一
千
一
か
年
都
市
と
mv父
流
ま
深
め
る
た
め
、
業
と
し
て
三
年
目
を
迎
え
る
シ
ョ
ま
す
。

計
魁
一
ぶ
施
工
芸
す
。
今
年
は
、
ホ
i
ム
・
ス
テ
イ
事
業
に
も
事

y
ピ
ン
グ
モ
i
ル
整
鐘
事
業
は
、
漁
潜
振
興
は
、
導
流
堤
の
賛

横
渓
ゴ
ム
と
総
合
公
関
関
の
退
路
し
、
市
民
の
金
銭
の
充
実
を
留
り
西
口
通
り
(
預
口
か
ら
東
海
道
本
に
努
め
る
ほ
か
、
昭
和
六
十
ニ
年

と
緑
地
広
場
の
整
備
、
総
合
体
育
ま
す
一
。
通
り
ま
で
)
の
車
道
と
議
選
を
繋
度
か
ら
実
施
す
る
第
八
次
漁
港
整

備
し
ま
す
。
近
燐
商
活
街
々
策
に
傍
計
顔
に
向
け
た
基
護
調
査
を
行

程
罵
議
完
b
鶴
曲
家
を
つ
い
て
も
地
域
の
特
性
を
生
か
し
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
労
者
に
つ
い

h
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漆
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限
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良

品

目
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襲

う

護

憲

繍

看

護

事

業

な

に

老

人

、

雪

ゴ

仁

重

骨

立

壌

月

比

護

鰭

州

長
寿
社
会
の
到
来
に
備
一
ぺ
、
生
者
、
児
童
福
祉
の
各
般
に
わ
た
る

1

1

〆

渡
を
通
し
て
健
や
か
張
充
実
し
た
橋
校
施
策
の
充
実
を
函
り
ま
す
。
も
、
地
元
の
合
五
思
形
成
に
努
め
事

都

市

潔

境

づ

く

j

生
活
を
過
ご
廿
zhv
豊

か

な

環

境

ラ

市

民

の

健

康

河

ノ

く

り

は

、

健

換

;

業

推

進

在

凶

り

ま

す

。

く
り
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、
ボ
ラ
ま
つ
り
の
会
場
を
平
塚
競
技
場
に
快
適
空
市
民
生
活
と
活
力
あ
る
幹
綴
道
路
は
、
大
匂
丸
島
線
か

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
安
心
し
て
で
き
移
し
、
妻
宅
J

づ
く
り
に
よ
る
都
市
議
の
伸
擦
を
図
る
た
め
、
出
伊
勢
鼠
宝
寺
霊
し
、
関

る
よ
う
、
地
感
活
動
等
の
見
舞
金
ま
つ
り
と
し
て
発
展
さ
せ
、
市
民
都
市
基
盤
整
績
を
推
進
し
、
舷
力
通
し
ま
す
。
八
幡
神
社
土
屋
線
及

制
度
存
拡
充
し
、
差
瓦
閣
僚
保
検
の
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
す
。
あ
る
都
市
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
び
平
塚
山
下
線
も
護
…
延
長
を
お

判
制
度
の
導
入
を
凶
り
ま
し
た
。
ま
市
民
病
院
の
増
床
は
、
早
熊
着
中
心
市
街
地
の
整
備
は
、
近
代
り
ま
す
。

た
、
ね
た
き
り
老
人
等
介
警
官
の
エ
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
的
な
穐
業
機
能
と
市
民
の
文
化
的
河
川
の
整
備
は
、
河
内
川
護
岸

な
つ
と
い
の
場
と
し
て
、
整
備
を
改
修
工
事
が
本
年
度
で
光
成
し
ま

い
タ
ア
治
訴
段
霊
沼
ヌ
が
む
お
れ

h
誤
認
終
選
め
ま
す
。
北
口
駅
前
広
場
の
繋
す
。
不
動
州
、
一
一
一
笠
川
等
に
つ
い

さ
よ
景
品
E
蚤
罷

fu窓
本
高
い
な
議
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備
は
、
基
本
草
富
山
間
立
築
を
て
も
議
岸
整
備
に
努
め
ま
す
。
下

数
議
文
化
づ
く
り
健
全
霊
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
推
進
腐
り
、
関
係
機
関
等
の
調
整
を
経
花
水
橋
架
け
替
え
工
事
は
、
昭
和

す
る
レ
ど

εも
に
、
物
心
と
も
に
良
て
、
実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
六
十
四
年
淳
だ
成
を
目
指
し
て
引

佐
紀
を
担
う
青
少
年
の
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
す
。
目
見
附
町
海
開
発
に
つ
い
て
き
続
き
設
備
し
ま
す
。
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備
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斉

整

費
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業

事

市
議
会
一
一
月
高
会
が
一
一
月
一
一
日
か
ら
一
一
一
月
十
五
日
ま
で
の
言
宗
ハ
昭
和
」
ハ
ト
一
の
霊
長
い
、
第
一
望
宅
一
一
一
一
に
改
正
。
併
せ
て
保
険
税
の
軽
減
協
業
側
時
間
部
批
引
時
時
前
向
蜘
例
制
脚
内
輔
君
僻
鱗
ヰ
業
献
業
業
僻
勝

年
度
予
算
や
条
例
改
正
な
と
ト
一
議
案
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ペ
条
例
は
、
保
育
所
一
十
戸
の
蓄
と
、
そ
皇
室
月
一
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つ
い
て
主
暴
行
っ
ち
古
一
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摺
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高
市
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主
雲
例
の
一
部
改
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な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
て
真
喜
さ
一
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一
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万
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円
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し
一
を
廃
止
し
た
。
一
一
一
年
度
内
J

事

堂

室

長

喜

一

使

用

料

を

一

二

五

万

円

と

す

る

ほ

二

公

1
7
生
健
消

2
2
2び
間

売

市

シ

中

農

漁

幹

橋

部

準

一
地
万
八
支
援
の
執
行
喜
一
た
。
一
〔
農
業
共
襲
撃
廃
止
す
る
条
一
一
つ
箪
平
住
宅
の
う
ち
、
事
業
主
一
か
、
審
の
埋
蔵
に
関
す
る
規
定

が
国
の
機
関
と
し
ず
守
つ
事
務
の
一
{
童
謡
暴
蚤
慰
金
条
例
安
否
一
だ
っ
て
取
り
壊
し
を
す
る
第
一
撞
一
を
新
設
し
、
使
用
の
実
習
に
…
百
万
六
千
円
と
な
り
、
豊
子
一
守
一
政
相
童
話
心
(
敬
称
号
一
マ
準
一
保
険
(
行
事
の
主
催
者
、
一
り
)
沼
一
万
七
千
円
、
畑

埜
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
一
撃
す
る
粂
径
一
昭
和
六
士
一
年
度
か
ら
農
業
共
一
本
造
住
宅
二
王
一
一
三
喜
し
玄
る
望
の
整
備
を
す
る
た
め
の
一

E見
せ
る
と
、
最
終
予
算
規
了
差
ち
ょ
長
ケ
長
1
3
一
指
導
煮
諸
君
、
け
が
な
ど
ご
万
六
千
内

ぎ

に

よ

り

、

量

霊

法

の

一

三

塚

市

長

官

謡

番

護

保

管

室

を

伊

勢

原

市

、

長

一

た

。

一

改

正

を

行

っ

た

。

一

言

喜

八

十

四

億

七

千

二

百

万

一

室

読

|

七

一

一

三

一

の

傷

害

量

っ

た

豊

一

E
Z言
、
農
業
委
員
会

主
主
行
わ
れ
、
保
育
一
宮
入
…
険
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
襲
)
喜
一
町
一
言
及
び
奈
川
の
二
市
一
一
一
日
年
度
の
一
般
会
計
最
終
予
算
一
六
千
内
と
な
っ
た
。
一

9
3麻
大

輔

見

書

判

2
一
・
死
亡
保
険
金
(
際
基
)
一
人
一
事
務
局
(
内
線
一
一
一
一
七
)
へ
。

附

措

置

護

十

を

市

の

条

例

で

定

め

…

を

導

入

す

る

こ

と

に

伴

い

条

例

一

町

で

構

成

す

る

中

地

一

量

業

共

済

一

一

今

出

の

補

皮

予

算

は

、

最

峰

山

初

一

(

電

話

幻

一

九

七

一

)

一

千

一

一

一

夜

吾

川

一

円

Z
河
内
向
河
円
円
内
向
一
円
円
円
円
内
一
義
組
合
返
付
す
る
こ
と
に
伴
一
昭
和
六
ト
一
年
度
の
一
般
喜
一
決
さ
れ
た
。
一
に
必
著
書
に
つ
い
て
、
所
要
一
・
大
久
保
霊
長
島

1
4
プ

後

遺

室

長

金

寝

室

ニ

特

別

弔

問

慰

金

は

仁

川

出

忠

一

…

…

詐

正

一

五

軒

下

一

奪

一

日

均

一

時

持

日

付

一

A
i
l
-
j
j
;
j
i
t
f
jる
一

(

日

時

計

一

己

)

七

五

一

一

一

民

主

民

間

一

平

め

に

請

す

守

f
J
5崎市
立

主

…

一

一

一

口

一

一

一

一

口

広

一

審

の

戸

税

制

側

諸

問

問

く

て

呉

川

百

六

一

一

副

知

HLUFF5自民

地

国

税

税

怜

金

税

制

金

金

入

金

金

人

慣

計

一

的

抑

制

開

制

側

蜘

伽

齢

制

制

蜘

駒

田

蜘

一

一

(

妻

子

五

一

七

一

一

)

一

百

八

吉

以

内

i等
、
九
十
一
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
売

蹴
ム
ヤ

Z
T出
収

会

一

九

州

ご

3

一

9

回

目

乃

却

幻

問

一

(

日

日

日

hruu計
一

刊

誌

t
u
p
-
-を
U
M仁
川
河
内

M
U諒
一

日

ド

辛

子

一

般

一

戦

四

日

開

討

詩

サ

譲

利

得

交

対

び

か

克

人

越

収

一

会

費

費

費

時

費

業

費

費

費

費

費

金

費

計

一

行

革

重

量

間

で

あ

る

。

石

田

時

五

自

主

主

一

委

員

尺

ご

連

絡

長

。

問

い

喜

一

的

に

震

活

動

と

認

め

ら

れ

る

す

一

重

量

宅

次

の

方

に

支

給

一

方

鵬

輔

方

弛

銑

糊

庫

支

産

入

一

組

会

務

生

生

働

峨

亡

木

防

育

責

出

備

合

一

市

で

は

、

一

話

相

談

委

員

に

よ

了

時

1

4
持
一
せ
は
、
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
主
べ
て
の
活
動
を
い
ぅ
。
例
え
ば
、
一
さ
れ
る
。
①
戦
没
者
の
公
務
扶
助

z
p詰
Z
財

操

操

諸

市

議

一

一

議

総

;
L
T消
教

ぶ

ム

一

る

特

設

11月
巾

1
1…1凶
川

崎

同

に

い

一

品

川

詰

一

軒

以

一

一

設

立

吋

訪

日

寸

b

s

i
恥

b
b
i
f
f
-
恥

p

p

-

F

一
自
治
会
活
動
な
ど
一
臼
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
遺
族
て

ト

静

説

記

議

臨

鵠

甥

こ

同

翠

品

競

争

宏

一

{

青

少

年

育

成

活

動

}

子

供

会

@

一

弔

慰

金

受

給

者

、

子

、

兄

弟

姉

音

重

量

轟

議

号

看

護

器

F
電
車
島
譲
F
2
4

…
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
ガ
ー
ル
ス
カ
一
妹
、
ご
一
警
宮
親
族
(
戦
没
当

…
ワ
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
一
一
時
一
年
以
上
生
許
の
あ
っ
た
方
)

擁
響
者
e

参

加

組

審

を

教

講

す

る

一

日

針

転

日

げ

一

吋

説

明

江

田

塁

塁

一
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
一
中
の
方

一い

;FA影
汐

、

訟

湾

建

た

市

口

氏

が

け

が

を

す

る

ケ

1
ス

も

一

な

ど

一

請

求

手

続

き

は

、

社

会

課

管

理

し
¥
一
機
ダ
織
諸
制
鱗
繋
議
室
タ
ン
犠
よ
く
あ
る
が
、
市
で
は
こ
の
よ
う
一
等
斡
か
起
き
た
と
き
は
、
事
h
J

一
係
(
内
轡
二

O
)
へ。

j
J

討

議

塁

審

議

機

J
:
z

畠

ョ

も

る

一

一

も

斜

軒

丸

議

議

欝

撃

機

、

y
て
れ
な
場
合
に
、
市
が
代
わ
っ
て
一
喜
一
に
行
事
担
当
課
、
震
の
お
当
一

ザ

ム

ム

一

、

イ

繍

一

し

わ

す

る

か

市

民

活

動

災

害

暴

露

一

課

、

ま

た

は

地

域

づ

く

り

誤

へ

ご

一

ま

ち

ぐ

る

み

大

鰐

ゐ

γ恥
ド
犠

:z

機

工

を

弘

一

一

一

響

調

機

京

織

列

辺

諸

い

一

喧

ほ

か

ら

ス

タ

i
一

号

一

清

掃

の

日

程

欝
初
繋
鞠
れ
を
墓
地
レ
初
戦

1
2
7

一
?
言
zpkf
一

議
議
媛
群
島
義
務
整
畿
議
警
1
…

灘

間

民

会

側

マ

保

覇

市

が

全

額

負

担

一

寸

J
f
ノ

{

J
一
毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
種

箆
韓
議
欝
謬

F
i
F
¥
病

室

品

川

耳

目

白

山

註

「

料

決

ま

る

し

一

同

点

目

刊

誌

時

打

開

山

近
年
、
ボ
ラ
ン
一
ア
イ
ア
活
動
を
一
で
あ
っ
て
も
ひ
と
た
び
事
故
が
発
一
室
器
開
わ
れ
た
警
)
一
農
業
委
員
会
で
は
、
標
準
小
作
一
票
決
ま
っ
た
ま
よ
い
環
境

は
じ
め
多
重
良
活
動
向
か
活
発
生
す
る
と
、
指
導
者
等
が
被
害
者
て
身
体
重
縁
度
額
て
入
二
料
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
昭
一
づ
く
り
の
た
め
に
、
長
力
を
。

に
一
打
わ
れ
て
い
る
。
一
か
ら
侵
害
賠
償
を
、
請
求
さ
れ
一
億
円
、
一
事
故
五
億
同
一
和
六
十
二
年
凶
同
月
一
臼
か
ら
三
年
一

O
第
幻
回
ま
ち
ぐ
る
み
大
清
掃

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
市
民
訴
一
た
り
す
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
一
・
対
物
以
賠
償
(
限
度
額
)
一
一
事
故
一
間
適
用
さ
れ
る
。
一
・

5
月
幻
自
(
臼
)
雨
天
の
場

動
や
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
一
る
。
ま
た
、
中
民
活
動
に
参
加
し
一
五
一
円
万
円
ア
標
準
小
作
料
五
ア
ー
ル
当
た
一
合
は
6
R
7
B
(呂
)
に
延
期

昭和62年 41"ヨ守 58

湘
南
ス
タ
ー
モ

i

東
海
道
本
湧
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
し
い
雰
周
気
を
つ
く
っ
て
い
る
。

グ
モ
ー
ル
整
備
が
完
成
し
、
一
一
一
月
ア
i
ケ
1
ド
は
、
五
・
五
♂
と

二
十
七
日
貿
い
物
公
園
η
湖
南
ス
高
く
、
巳
扶
の
光
を
採
り
入
れ
た

タ
l
モ
ー
ル
u

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
透
明
の
屋
根
は
非
常
に
明
る
い
。

期
間
南
ス
タ
l
モ
ー
ル
は
、
幅
員
ま
た
、
七
夕
飾
り
が
付
け
ら
れ
る

一
…
十
二
れ
の
道
路
、
四
車
線
の
車
ょ
う
ブ
ッ
ク
も
取
り
付
け
ら
れ
て

道
を
二
車
線
に
し
、
歩
道
を
広
い
る
。

げ
、
明
る
い
ア
ー
ケ
ー
ド
や
街
中
央
十
字
路
に
は
、
高
さ
十
八

具
、
街
係
樹
を
植
栽
し
た
。
街
路
町
の
シ
ン
ポ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ド
が

樹
は
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
コ
ブ
シ
、
建
て
ら
れ
、
と
部
で
織
姫
と
け
ん

カ
ツ
ラ
な
ど
八
十
八
本
が
惇
一
え
ら
牛
が
回
る
。
ま
た
、
間
部
に
は
ち

れ
、
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
、
フ
ラ
び
つ
子
大
名
行
列
の
か
ら
く
り
人

ワ
i
ボ
ッ
ク
ス
、
公
衆
電
話
な
と
形
が
待
問
で
動
く
。
時
期
間
は
ι

の
街
貝
が
と
子
に
配
賓
さ
れ
、
濃
か
ら
十
八
時
で
一
時
前
ご
と
。

l悠 9490万戸1

2(怠4359万円

6{:意l093J:ir:l
1億 4400Hf'j

+
市
民
相
談
窓
お

i
一
一
一
一
市
内
線
一
一
九
一
一
一

心
人
権
法
帯
相
談
「
4
月
れ
日
(
火
)
、

5
月
6
日
(
水
)

〈
〉
行
撃
白
槽
椙
議
長
時
i
河川時

〈
〉
一
般
法
嘩
端
談

4
月
目
白
(
木
)
、

4
月
詣
臼
(
火
)
、

5
月
7
日(木)、

5
月
比
日
(
火
)

予
約
制
(
市
翌
一
引
で
も
可
)
、
日
時
jti--M
時

。
車
窓
需
品
開
部
門
潤
量
調
談

5
月
8
日
(
金
)
、
日
時
3
日
時

。
住
宅
相
談

4
月
目
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
一
般
市
民
相
談
結
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
説
日
は
除
く
)

O
消
韓
民
生
活
相
談

4
舟
げ
日
(
金
)
、
出
百
(
金
)
、
5
R
I
日(金)、

日
時
1
日
時

。
定
例
年
金
相
談
一
J

舟
H
日
(
木
)
、
四
時
5
日
時

。一
P
籍
取
引
相
談

4
月
日
自
(
木
)
、
日
時
却
分
S
同時

曙警開少知浮咋拙縫惜談宮窓品(沼市氏センタ
i上
E函惜)M
i七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
i
m時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
拙
み
ご
と
掠
H

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

日制

i
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
8
9
時
1
H時
却
分

情

咽

絞

会

楠

期

的

判

i
一一一一一一一一一一一

。
、
心
怒
」
と
相
談
毎
趨
月
曜
日
、
日
時
t
日
時

。
母
子
相
談
毎
遜
月
ら
金
曜
白
、

9
時
1
日時

。
車
窓
莞
盤
相
談
留
選
月

i2曜泊、
9
時
1
M時

。
高
齢
者
機
韓
相
談
韓
関
瑚
月
1
金
曜
白
、

9
時
加
分
1
時
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
輔
人
相
毅
話
局
第
3
木
曜
日
、
四
時
5
日
時
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時
3
2時
)

し

た

公

共

下

水

道

程

域

が

、

五

月

一

マ
森
林
コ

i
ナ
i
(
3日
間
・
午
一
な
ど
を
作
る
。
一
一
臼
か
ら
処
閣
内
向
開
始
と
な
る
。
一

一
的
百
四
吋
1
午
後
4
時
)
一
マ
な
で
し
こ
の
慈
の
察
知

(
3日
一
下
志
壇
が
処
理
開
始
さ
れ
る
と
一

一
絵
パ
ネ
ル
員
一
不
な
ど
の
外
、
一
間
士
山
9
マ
懇
終
了
)
一
下
水
還
の
定
め
に
よ
り
、
こ
の
一

一

I

l

i

-

-

;

1

1

1

1

1

1

:

一
区
域
に
あ
る
抽
出
務
の
所
有
者
は
、
一

一

j

一
拳
業
用
汚
本
ま
た
は
台
所
、
浴
一

一

下

車

襲

撃

蒙

ろ

盆

:

一

室

、

語

霊

の

汚

水

を

排

水

す

一

察

し

て

楽

し

む

ミ

一

一

動

物

喝

一

?

;

;

一

宇

一

二

{
-
v
f
x

一
る
た
め
の
設
備
を
、
一
年
以
内
に
一

閣

議

事

量

一

3
日

中

午

前

一

立

野

町

、

豊

原

町

、

平

塚

の

区

域

一

蓄

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ま

一

公

9
時
jh午
後

4

符

)

一

一

た

、

く

み

取

り

便

読

は

、

二

年

以

一

蜘
植
木
の
手
入
れ
立
な
ど
、
専
一
市
で
は
、
快
適
な
生
活
童
三
が
、
ま
ち
づ
く
り
む
た
め
ぜ
ひ
、
一
定
水
突
に
改
事
る
よ
う
一
決
一

ん
門
家
が
相
殺
に
応
じ
る
。
一
確
保
す
る
た
め
、
下
水
道
事
業
…
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
一
め
ら
れ
て
い
る
。
一

巧

マ

翠

襲

撃

罰

金

(
3
5お
一

(

第

一

ニ

霊

童

域

)

を

推

進

し

一

警

護

}

一

な

お

、

棄

の

排

水

設

備

は

、

一

彰

午

前

9
マ

午

後
6
時

)

一

て

い

る

。

…

豊

原

釘

、

立

野

町

、

号

、

見

…

雨

水

雲

然

に

返

さ

と

が

で

き

一

日
マ
車
両
空
コ
ン
サ
i
ト
(
お
臼
・
午
…
昭
和
六
十
一
一
年
度
は
、
計
幽
的
一
的
町
、
錦
町
、
平
塚
一

7
M
、
平
…
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
利
占
、
の
あ
一

向
山
後
品
1
警
)
…
に
進
め
て
い
る
汚
水
管
の
整
備
と
一
塚
一
一
J
段
、
平
塚
五
面
、
中
間
士
、
一
る
…
平
塚
市
雲
水
地
下
重
工
一

K

7
由
来
務
作
り
教
愛
、
木
ヱ
ヱ
件
数
一
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
主
的
ぐ
た
一
縦
士
宍
然
一
部
豆
、
撫
子
原
、
花
一
法
一
で
施
エ
を
お
願
い
し
て
い
一

家
家
(
小
山
臼
@
守
山
剛
山
山
時
1
午
後
3
一
め
、
一
部
稼
動
す
る
地
…

f
涼
ポ
ン
一
本
台
、
釜
手
、
虹
ケ
浜
の
各
一
部
一
る
。
ご
協
力
を
。
ま
た
、
既
設
の
一

時

)

一

プ

場

の

建

設

に

併

せ

、

海

岸

地

域

一

ゐ

…

水

洗

濠

治

体

、

下

水

滋

処

理

反

返

一

門

処

媛

顔

絵

庶

出

現

}

室
内
用
の
山
果
絡
を
言
。
ま
た
一
の
巣
霊
第
一
雨
水
幹
線
及
び
機
一
処
理
開
始
富
一
に
な
る
と
、
浄
化
擦
は
不
必
要
と
一
黒
郎
氏
、
須
賀
、
番
町
、
追

第

十

四

翌

塚

市

整

ま

つ

り

一

:

(

無

一

子

原

震

の

護

を

進

め

る

。

一

域

が

が

る

な

る

の

で

、

公

共

下

室

へ

喜

一

分

、

震

問

、

最

町

、

錦

町

一

が
問
月
一
一
ト
八
日
(
火
)
か
ら
一
一
一
に
て
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
一
工
事
期
間
中
は
、
付
近
の
皆
さ
一
放
流
す
る
よ
う
改
造
し
て
い
た
だ
一
中
里
、
平
塚
一
丁
目
、
平
塚
一
ニ
了
一
多

十

日

(

木

」

ま

で

の

一

一

百

罰

、

八

一

ぜ

ひ

、

お

出

掛

け

在

。

一

十

段

、

平

塚

町

出

了

白

、

平

塚

五

7
8
ぺ

楢
山
公
題
て
開
聞
か
れ
る
。
…
マ
植
木
市

(
3
呂

田

同

・

午

前

ヨ

時

…

の

各

♂

部

一

A
打

点

三

一

こ
の
緑
化
ま
つ
り
は
、
存
季
緑
一
ら
午
後
6
時

)

一

{

之

官

帯

は

指

定

践

で

}

一

化

バ

鴎

の

一

課

と

し

て

、

毎

毎

問

一

祭

内

外

の

植

木

業

者

に

よ

る

庭

一

公

共

下

水

道

が

処

浸

再

開

始

さ

れ

一

一

替
口
れ
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、
一
木
、
荷
主
北
な
vcの

警

売

。

一

た

区

壁

内

の

排

水

設

備

工

事

ま

た

一

一

緑
化
ま
つ
り
の
一
ア
l
マ

を

か

美

日

開

一

門

〉

な

で

し

こ

の

蓄

、

際

料

の

渡

裕

一

は

水

洗

化

工

事

に

つ

い

て

は

、

平

一

開

発
見
/
い
か
な
く
っ
ち
ゃ
作
品
一

(
3
臼
間

J
長
2
マ

限

定

終

一

塚

雲

寺

率

重

工

事

応

て

ご

め

、

市

民

の

十

本

領

く

す

の

末

、

市

一

了

)

一

な

け

れ

ば

施

工

で

き

な

い

。

一

馬

民

の

花

・

な

で

し

こ

に

象

徴

さ

れ

一

な

で

し

こ

の

苗

と

姫

木

用

抱

料

一

な

お

、

融

資

あ

っ

せ

ん

制

度

や

一

る
緑
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
…

(
i
人
1
ぎ

を

配

布

す

る

。

助

成

A

持
制
度
も
あ
る
。
一
等

縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2
3一
義

村

喜

一

日

・

向

い

合

わ

せ

下

水

道

部

業

務

一

恥

を

設

け

る

も

の

で

あ

る

。

一

課

庶

務

係

(

内

線

泊

四

七

)

一

な
お
、
恒
例
の
笛
木
、
草
花
の
一

配
布
は
、
今
付
ー
か
ら
期
間
中
の
毎

公
民
館
(
松
原
花
水
町
一

旭
、
八
幡
、
豊
田
、
同
明
日
開
、
悶
会

崎
、
金
師
、
七
日
沢
)
一
一

先
日
行
わ
れ
た
一
正
一
期
監
蕊
に
マ
監
査
の
結
果
①
予
算
の
執
中
一

つ
い
で
、
監
査
委
員
石
田
成
行
、
収
入
@
支
出
事
務
に
つ
い
一
一

弘
@
青
木
一
郎
・
神
谷
隆
氏
か
で
舟
主
に
処
理
さ
れ
て
い
る
九
一

ら
次
の
よ
う
に
報
告
が
あ
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
⑦
活
設
立

た

。

の

維

持

管

壊

に

つ

い

て

お

お

一

一

マ
監
査
対
象
・
小
学
校
(
崇
善
、
む
ね
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
も
ど

松
原
、
大
野
、
松
が
丘
、
南
原
、
の
と
認
め
ら
れ
た
が
、
一
部
経
一
一

提
出
、
相
模
、
城
島
、
関
崎
、
日
制
な
線
修
等
を
婆
す
る
も
の
が
一
一

金
忠
、
と
出
品
、
吉
沢
)
あ
っ
た
の
で
、
維
持
管
還
に
は
土

・
中
学
校
(
ば
嗣
師
、
春
日
野
、
更
に
意
を
用
い
ら
れ
た
い
。
③
一
一

大
野
、
中
原
、
神
明
、
土
沢
)
物
品
(
嬬
古
田
)
の
凶
納
@
保
管
一
一

。
幼
稚
園
(
松
官
邸
、
さ
く
ら
、
に
つ
い
て
良
好
に
行
わ
れ
で
ご

ひ

ば

り

、

言

、

苦

)

ぃ

民

げ

げ

は

い

」

一

人
察
発
令

4
月
1
日
付
一

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

市
で
は
、
一
一
冊
認
に
向
け
つ
枚
数
一
一
一
皇
子
詰
原
稿
用
紙

ω
一
判
原
訪
問
印
紙
に
理
鉛
筆
V
〈
は
黒
ボ

て
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
一
枚
か
ら
初
枚
樫
度
一

l
ル
ベ
ン
を
使
い
、
縦
書
き
と
す

た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
一
{
作
文
}
青
少
年
の
部
一
る
。
②
原
稿
用
紙
に
題
名
、
住

知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
か
せ
い
て
応
募
響
穏
平
塚
市
で
生
活
し
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
又
は

た
だ
こ
う
と
、
ま
ち
つ
く
り
に
憐
て
い
る
凶
歳
蚕
摘
の
方
一
学
校
名
、
学
年
を
記
入
し
た
B
5

す
る
建
吉
と
作
文
毎
募
集
す
る
こ
一
・
枚
数
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
一
判
用
紙
を
添
え
る
。

と

に

な

っ

た

。

一

校

稼

度

一

マ

応

募

期

間

5
月
日
臼
(
汚
)

{
援
意
〕
-
般
の
部
一
マ
テ
!
?
わ
た
し
の
夢
湖
南
ひ
一

1
8月
訪
日
(
金
)

・
応
募
資
格
平
塚
市
に
生
活
:
二
ら
つ
か
の
未
来
一
応
募
作
品
の
提
出
及
び
問
い
合

て
い
る
見
続
以
仁
の
万
一
マ
作
成
長
領
宮
原
世
間
は
、

B
5
-
わ
せ
は
、
企
額
調
整
謀
、

(3) 

と議 ヲ2喜鐸{霞}
投霧島幸務 主予約7熔~制3を5語幸
投護憲続入場整獲さ争iニ物言5
※入場主喜連~(はがき〉は問帯』ーあてに郵送
ずるロ投棄するときは、忘れずに持参を

初めての方を対象iこ受講生を善事主義
①和紙立こ議毎月第 1木曜B 13: 30~ 30人

①楽しい写薬毎月第 3金媛日 9: 3{)~ 30人

o緩緩み毎月第2・4金穏臼 9: 30~ 20人
①水彩画毎月第3水曜日 13:30.--._ 15人

@議 滋毎月第1・3木曜日 9 30-- 20人

①議 選毎月第1・3*耀日 10: 00-- 15人
@民 鋳毎月第2'4水曜臼 9φ30~ 30人

①茶 道揺丹第3土曜日 13: 00--- 20人

く>期間 5 月~(全lO[dl、時間は約 2 時間)

く〉資格市内在住の60歳以 kの方

く〉締め切り 4月30日 多数の場合は抽選



(4) 器謹辛む62若手ヰ符守主58事窪t らつま3、

総
合
公
粛
に
待
望
忽
平
塚
競
技

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
わ

り
は
多
く
の
樹
A
で
密
ま
れ
、
施

設
街
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
県
下

で
は
、
有
数
の
競
筏
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
見
る
ス
ポ
い

1
ッ
、
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
大
浄

い
に
利
活
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
知
聞

こ
の
競
技
場
の
落
成
記
念
と
し
ほ

て
、
サ
ッ
カ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ω

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
一
ブ
グ
ピ
i
、
路
上
め

競
技
記
録
会
等
の
記
念
試
合
が
行
務

わ

れ

ま

し

た

。

波

各
試
合
に
は
、
多
く
の
子
供
や
ザ

家
族
連
れ
が
つ
め
か
け
、
い
ま
ま

で
に
克
志
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

…
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
大
き
な
筒

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

5J'll68 (ニ仁)

午裁の懇l 10待機演

午後の華客 2草寺喜善意電

ところ市民センターホー
@商議場 東家調太郎、鹿島秀月、

二葉百合歌、楳由実、天中軒雲丹

・入場耕三ト 無料

・罪悪い合わせ 市民センター 電話32-2235

互主様 車塚市、ひらつかカルチャー事蝉滋営霊量産量会

入場券の配布
4rJ 15E3 (;水)カ、ら

I官民センタ一、市役

所市民相談室、市立

公民館、 軍尺喜古車尺どノレ

民慾['1センターな

と“に、入場券が用意

しであるので、ご希

望の方はお受け取り

を。

平理八景をはじめ、四季の平塚の風景及び

行事で、観光宣伝に適切な作品を募集し、平

塚の観光を広く紹介・宝宣伝する。

Oサイズ①カラ (キャピネ以上'""つ切まで)
信ヨカラースライド33%

。締め切り 5月13臼(水〉

。費電 捲農事 1名、犠読書霊 1名、λ選 15名、
を豊作15名、努力機15名、平察軍八

重量瀦8名

0$懇ょの注議 (主応募作品には、所定事項
をはっきり記入υ、応募禦を添付する。②

入賞持品とその版権は主櫨者に織する。 ゑ
@送り先干254平車市浅間関J9 1 平場

市聾お世協会事務局または内カメラ酷総合

加盟庖へ。

|藍宮球イースタンリーグ
17日樹午後 1時大洋臼本ハム

18B住)午後2時大博一巨人
25fヨはj 今後 2時大洋西武

訪日(日) 午後 1時 大洋一一昭武

2 El(対午後2時冗洋ヤクルト

9 fl∞午後2時大洋一ロッテ
1fl臼(沼}午後 3時大洋巨人

14包同午後 1時大洋一臼本ハム

野球公式戦
w日制午後6時大洋一ヤクルト
織の試合
4日間)午前9時 中学校響季大会

5日制午前9時県高校酷求春季士会



認エ

マ
ご
み
の
分
別
収
集
「
新
平
塚
方
式
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
潟
か
い
ご
時
一
解
と
ご
協
9
ム

マ
力
を
得
て
、
昨
年
白
月
か
ら
段
階
的
に
始
め
て
…
年
、
十
月
か
ら
全
市
に
完
全
実
施
し
ム

マ
:
て
ち
ょ
う
ど
半
年
た
ち
、
お
か
げ
さ
ま
で
よ
う
や
く
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
ム

マ
に
、
よ
り
よ
い
分
別
収
集
を
行
う
た
め
、
今
年
一
月
、
市
震
の
声
を
反
映
し
よ
う
と
白
。
ム

ヤ
ム
宏
E

長
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
宣
伝
不
足
等
の
意
見
も
あ
る
の
e
ム

マ
で
、
ア
ン
ケ
!
ト
の
結
巣
や
今
ま
で
の
実
績
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
:
G
i
e
-
ム

(5) 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
皆
一
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
を
重
点
に
一
け
る
。

度
の
推
{
疋
六
万
七
千
九
百
ト
ン
が
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
ま
一

六
万
四
千
口
百
ト
ン
に
減
り
、
一
↓
一
ま
分
別
収
集
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
、
一

千
二
百
ト
ン
(
五
軒
)
減
少
し
て
さ
ら
に
効
果
が
上
が
り
、
節
税
に
一

い
る
。
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
撃
も
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ど
う
一

四
千
九
百
ト
ン
(
町
四

or)、
埋
ぞ
管
当
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ご
み
間
一

め
立
て
量
も
二
千
八
百
ト
ン
(
一
題
解
消
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
一

五
日
む
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

oブロ
・411
. 4 ，E:] 

・4}-1
• 4月
田 5月

・5月
・5月
• 5月

く〉ブロ
閉 5月

。その
・5月
ー 5月

アメリカン，ムードミュージックの王寺霊

t:' 1)ーヴォーン主主主自の平塚公演

一
千
三
正
午
ま
で
に
、
見
計
ム
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女王宮文護講談会

近役文芸容の読みん径学びながら、住宅を知

ろうo

.H碍挺月第 1.第 3i曜日
。時間 14時 -16時

P 会場博物館講堂

事対象高校生以上 30人

申しiるみ 4 fi20日までに住権はがき ζ

合体験生学習「ぞうりjをf下ろう
回れらを慎〉てわらぞコりを r~ ろう。

fHl;j 5 f110ll (ii) 

‘託手間i 守自ino日与~午 fた3lf与
・会場 博物翻科学教平

定員 20人く申し込み多数心場行抽せん〉

ー申しiLみ 4 n3C日までにiEuiはかさで

合プラネタリウム銭策予約受付中
6fJ16H~7 月 9 けの火・水 E ぷ曜日 'Fr-III 

(I[氷休舘口を除く)に、 fJJ権閣間体的Jけの

フクネタソウムf受章三をfiうっ

1"1い合わせ、融震予約は管理係まで
命体鮪白 金支選日曜日、 4i=j29日、月末、 5

511 5 H 
守254浅間凶Tl2--41 電話33-5111

す初心議会耳畠セミナ…

・口棺 4 jj 17(-ト .5月15日の毎週金曜日

a時間四時時

ー対象 青年・ 般 15人く申込iWl>

会議校生スタッフf封印材umanJ募集
日指 4 Jj 18f-::f (土) :'-""63年 3月

時間行 14日寺-17日ぎ

幽対象 高校生日人く申込制〉

合子供フェスティパルスタッフ募集

期L1 4 月 23日〈不〉即時~21時

5月 17H (口) 14時 -16時

・対象 f射，名〈申込制〉

ジイネ宣言自 会話i塵月量遅日、 4 J-J29日、 5 f1 3 

5 J? 6日

公欝少年金額

〒2541受間町 41 電話32-7029

大曹を、現代文化の答礎となっている数々の l

文化遺産を遥υて描いている。

台関髄時間

・貸出宅 参考室 98.f~16時 50分

こども 火~. t時 13時 ~16時分

は 9日手~ぇ師寺50.5]-

女体館田 恒温月曜 ~-:L 口 ~9 日、月末、 5

月 3口、 5H 5 [1 

カ図書磐舘乎 254 浅間町 12~41 電 ;101; 31 

0415 

すこども験務会

1:'#4月19S (毘)叩時、時 3構ホーノレ

了春風と子どもたち j カラ 49分

中学 3年生の円震を頭に、忍雲。円

海、そして小学 1年生の円nという 5人兄弟、
いずれ寄らぬヤンチャ小物主が大柄躍。 IJ奥

の質£寺のfi:_鞘夫婦と、その慌たちがかも

し出す者風のよコに溢か担物語。。5月四日{自)10時、日時 3摺ホーノレ
1おじいさんのランプj カラ 22分

i 躍十公園林j カラ 18分

「青い鳥j カヨ 32什

合理是 言語会

(""jJ4)唱団自(自)10時、 14時 3構ホル

fよみがえる光琳麗敷j カラー 35分

今、話題となっている江戸時代の文化。そ

の時代に生きた同府光琳の暁虹の住まいが、

熱海市にあるMOA美術醸の鹿闇に控兄され

た。その幅広い光琳主怖について設さ、又そ

の人となり、好みなどをわヵ、り易く説明。

i ;-c悼文化j カラー 22分
江戸時代に町人の中から興り、絢潤と繰り

広げられたえ詩文化。その町人文化の特色と



重曹429号

購受付午後 1時-2時

盟会場保健センター

鱒母子韓鹿手帳本冊ー別冊、筆記用

具、調ブラシを持嘗

[3ヵ、月L宮]

• 5月 1日 62年 1fi 1日-10日
・5月20日 62年1月日日-20日

・5月27日 62年 1月21日-31臼
1趨 6かF害児1
. 5月12臼 60年 llFil日-10日
• 5月四日 60年 11月11日-20日
• 5月26日 60年日月 21日 ~30H

3揚品宮}液尿検査も行う

・5月 7日 59年 3月 1日-10日
• 5月21日 59年 3月11日-20日
・5J'328日 59年 3月21日一31日

腫71襲 5 Jj中に 8かけから満 1議

2こえcる3詳しデ2.OJl'j認3
題 ir時 :') fJ 1411 午前10時 -1111.)

盟会場平塚保樺所

覇NF樽清子帳と事記用品を持F

察甥封事 乳幼党

醸相談日 毎週水曜日

朝時間午前 9時却汁 ~lO時却分

購会場保健セン

盟内符 体重量制定、常善、病訳、脊

て h、 予防掩不義のことなど
輔母子惜晴子棋を持参

[イ事諸君リ努綬霊]

瞳満3か月以仁4議未満の乳幼児

翻接種万法開業医、病続て接種で

きる。主f合涯とこ相談を。無料。

瞳保険証、母子瞳膜手帳を持参

{築関撞率重]

輯第2期 2議以1::.4最未満の幼児。3

週間から8週間の間隔で3回受け

る。

盤第2期第1期の3即日目接種目か

ら1年以 u年6か月以内に1[見受け
る。

日 J221~ 保慌センター

醸満 1 をから 6病未満の幼児

覇接持刀は開業問、病院て接樟で

きる。料金は無料q 七出版とこ相

口炎与を。 (7、 討fJ;をド余く〉

醸保険証、 i'JJ久世Z泰子植を持共

盟対象持碕勺日に崎3か円以上 4

成未満のa幼児。6週間以 iの開制
で2[o]受ける。

応用]

6 I1 出社会館、イヒ水公民館

7 iJ N竜内夕刊勺館 ※ぎを間公民館
8 f 1 三、 ， t1 JJ;:U:;-i忌~8

"け 金[-_j公民朗、※中央農協同崎

支所

13lJ 大野公民館、液金m公民館
14け 伴ヨ[t1:Í~土、:偽1、※ 4成倉官
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へ

。

(

希

害

皇

室

一

マ

場

え

て

い

る

が

ん

す

5
月
昔
(
金
)
説
室
の
一

…

ご

応

報

を

悌

一

ら

で

降

~

(

会

一

の

ヒ

め

に

、

』

講

習

会

を

き

。

一

一

・

4
3
j
s
書

長

館

一

落

と

し

穴

書

堺

次

夫

氏

一

マ

i
ク

の

い

ろ

い

ろ

…

や

か

れ

誌

時

一

Z
m
r峨
一
マ
ル
象
①
霊
婦
(
厚
生
大
田
一
狂
犬
病
の
予
防
注
射
一
マ
腰
痛
判
長
室

rv

一
(
悪
徳
商
法
被
害
者
対
策
委
員
会

…

早

川

副

轍

札

一

言

古

川

ご

と

免

許

)

喜

望

書

章

一

健

康

課

で

は

狂

犬

病

予

防

法

に

一

5
5自
室

長

一

章

一

λ
P

3
電

や

広

:

掘

、

転

後

惜

一

務

の

経

験

3
年
以
上
、
③
年
齢
的
玉
三
重
保
書
と
協
力
し
一
講
師
は
医
師
ふ
ぷ
医
師
、
富
は
一

7
5月
号
(
木
)
老
後
の
生
活
一
ト
ヘ

m
m
m
J

L

*

ち

り

載

示

一

許

臼

妊

日

午

保

み

…

一

一

一

一

一

山

河

8

~

一

・

齢

赤

切

掲

誌

の

(
6
4
込
一
歳
以
下
、
④
議
後
昔
話
、
否
、
生
後
九
十
百
以
上
の
飼
と
午
後
1
誌
分

1
3将
一

設

計

は

大

丈

夫

こ

謡

曲

宣

釘

/
Z
A
¥

百

お

宮

〕

詰

ニ

ぷ

詑

一

⑤

訪

問

看

護

活

動

従

事

霊

者

、

一

犬

の

登

録

と

狂

犬

病

の

F
妨

注

射

一

保

健

セ

ン

タ

i
一
塁
重
量
生
活
コ
ン
サ
ル
一

i
/
1
¥

一
に
揮
未
に
写
た
市
一
ト
乞
翻
・
覇
@
髄
醸
鰯
一
以
上
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
。
一
を
実
絡
す
る
。
偶
人
遇
知
は
し
な
一
三
一
タ
ン
ト
)
一
こ
の
マ
ー
ク
は
、
缶
詰
の
ふ
た

一

時

十

同

士

立

時

t

j

一

マ

会

場

小

田

原

保

健

所

一

い

の

で

、

忘

れ

ず

に

。

…

成

人

病

抑

制

診

す

5
月
習
主
筆
書
代
な
ど
に
つ
い
て
い
て
、
上
設
に
は

需

品

悼

平

主

主

三

主

主

み

り

猷

泣

ふ

一

成

人

病

は

働

き

盛

り

の

年

齢

潜

一

の

預

貯

金

に

つ

い

て

講

師

村

一

室

(

原

料

〉

、

重

方

法

、

形

P
J
T
樺

美

k

凶
旬
、
将
い
よ
、
る
ん
一
古
A
I

付
出
に
は

1

…

農

万

に

乍

を

襲

い

、

あ

る

臼

突

然

の

死

、

あ

一

上

一

一

理

男

氏

(

日

本

銀

行

抽

調

査

役

)

一

の

大

小

が

そ

れ

ぞ

れ

き

め

ら

れ

た

f
す

Z
T
Z江
主

主

斗

ん

で

一

央

り

め

を

る

い

は

長

期

跨

に

わ

た

る

障

害

を

す

皇

自

主

義

喜

一

三

一

考

で

表

↓

不

さ

れ

て

い

る

。

ゴ

ら

よ

ょ

の

さ

で

な

や

間

雨

ま

さ

(r刑
問

町

川

町

も

た

ら

し

、

重

の

場

合

は

、

家

一

る

襲

書

記

利

子

氏

(

喜

一

室

、

議

長

警

の

記

R
F
3

2

6

お

と

身

旧

万

な

こ

が

せ

ち

な

一

羽

名

た

け

点

の

問

、

養

産

法

一

一

当
一
て
軒
。
ね
ツ
4
5

刊

き

離

あ

気

一

く

叩

た

丹

桟

一

栄

安

吸

」

反

日

崩

壊

に

も

つ

な

が

る

。

一

土

)

一

ま

た

は

製

造

年

月

自

に

な

っ

て

お

じ

民

主

主

主

Z
M
…

〉

む

た

叩

け

也

九

一

量

セ

ン

タ

ー

で

は

、

草

月

十

富

午

前

詩

主

将

一

り

、

聖

一

種

類

の

も

の

が

重

4

中

勤

し

の

出

ス

が

川

伝

で

と

て

一

主

判

お

、

掲

セ

所

心

て

控

曜

日

か

ら

金

曜

臼

ま

で

の

午

前

一

。

会

場

勤

労

会

館

大

会

議

室

一

し

て

い

る

。

J
E

，h

〉

e
は

コ

の

ん

と

一

吋

て

は

。

先

健

也

の

宵

体

害
塚
庫
さ
緯
ふ
ハ
ニ
一
議
た
や

o

一

募

い

き

す

o

て

同

日

中

の

や

中

、

成

人

病

町

翠

を

受

け

付

け

、

土

金

司

部

位

ハ

テ

ポ

。

っ

ち

こ

C
ま

ま

す

あ

:

振

ん

識

総

合

事

を

行

っ

て

い

る

。

2

合
用
組
m

(

8

も
ス
マ

A

ら
安
一

J
刊

を

は

し

ま

覇

日

妊

ゃ

知

九

日

ち

な

問

問

い

合

わ

廿

ほ

、

保

健

セ

ン

タ

ー
(
雲
拍
M
I
G
-

二)へ。

13000-14030 

大里子公民館

金田公民館

八端公民館

万 [B公園

東八幡公E罰

金cl公民館
笹田公民館

徳延神社

明石町公関

<j;原公民館

9 : 30---11 ; 30 

k里子公民館

金 [[1公民館

城島公民館

大久保公鴎

山本JノU反字長智子士

念日公民館

構内公民館

徳主主神社

桃浜公闘

中原公民館

大神寄木神社

f115[j 

4 il16fl 

4月17E1

4 fJ20il 

4 H2Hl 

4月22H

4 fj2さ

4 T]24El 

41-J27日

4 J128円

4月以)口

八
〉
本
用
品
登
錦
槽
報
は
気
オ
ル
ガ
ン
、
理
い
す
、
苦
行
器

埼
域
つ
く
り
諜
市
民
生
活
悼
(
内
綿
マ
謡
っ
て
く
だ
さ
い
一
一
設
ベ
ッ
ド
、

一

四

円

)

へ

。

ベ

ピ

1
ベ
ッ
ド
、
洋
服
だ
ん
す
、
制
ル

マ
譲
り
ま
す
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
女
間
友
一
式
(
小
学
1
年
男
子
用
、
小
川

児
衣
類

(1til-3
薩
)
、
食
堂
テ
1
ブ

3
年
次
子
用
)
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
エ
レ

ル
、
テ
レ
ピ
台
(
刊
四
イ
ン
チ
弔
て
電
ク
ト
!
ン
、
時
議
庫

①ベン字学級 30人字のと手になりたい/5 0潮鑓 5月-63年 Jl毎週木曜
①苧工芸学級 25人陶芸、七宝焼、 日午後6時 -8時

アートフラワー o会会轟勤労会館、中央公民館
①料遊学級 30人家庭料珂、中華等 O焚措 18歳から25歳までの未婚

①レクリーダー学級 30人ダンス、ゲーム等 者で市内在住、夜勤、在学の努

@薬会童話入門学級 30人英会話入門程度 女。(高校生除く)

合串し込み 5汚 15日(金)までに青少年課へ直接来月コを(白曜、祝日を除く)。時

間は午前 9時 30分から午後6時 30分まで。士五望日は午後 2時。(先着服)

とき 5 sl29自{金)午後5時 45分開績
ところ 市主宰センターホール

く〉言司会 トニー

oゲスト歌手
里氏、、立じゃなUか、、

融当日は、お越しいただいた方に豪

華食品があたる「お楽しみ抽選会」

があり、どなたでも人場できる。

鱒飛び入り出場希望者は、喜吉日まで

に勤時会館(電話32~3355) へ問

い合わせを。

主催平塚市労働祭実行委員会

、、おなご舟
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昭
和
白
年
度
第
ミ
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
が
行
わ
れ
る
。

マ
試
験
5

6
月
7
日
(
円
)

マ
試
験
会
場
神
奈
川
大
学

寸
願
禽
受
付

・
日
時

5
月
6
日
(
永
一

-

A

広
場
農
業
会
館
(
八
争
映
町
〆

なお、

5
月
訂
日
(
ポ
)
勤
労
会

館
で
、
危
険
物
安
全
協
会
に
よ
る
試

験
準
備
講
習
会
が
開
か
れ
る
。
受
講

希
望
者
は
、
消
防
本
部
予
防
諜
(
内

線
一
二
九
一
一
)
へ
申
し
込
み
を
。

策
す
る
乙

勺
勤
務
場
岬
担
公
民
館

マf
g
J

当
月
鮪
-
M
六
下
円
円

マ
管
理
人
宅
木
造
平
家
建
て

(
6

阿賀、

4
畳
伴
、
台
所
、
風
U
H
喝
)

マ
人
同
予
定

3
円
中
旬

V
応
募
資
格
市
内
に
住
む
満
印
提

以
下
の
憐
康
な
同
町
人
で
、
配
偶
者
と

什
は
み
込
み
可
能
な
↑
刀

応
募
さ
れ
る
ん
は
、

4
灯
川
抗
日

(
念
)
ま
で
に
、
土
司
販
の
精
一
暦
必
日

(
写
真
添
付
〕
を
社
会
教
育
諜
社
会

教
育
係
(
内
線
h
一
問
)
へ
。

マ
4
月
引
品
目
{
火
)
「
閏
検
ス
キ

ー
ヤ
ー

n

育
者
h

を
諮
る
」
講
師

フ
ロ
ス
会
!
ヤ
j

一
一
一
満
雄
一
郎
氏

マ
5
月
日
日
(
火
)
一
日
本
人
と

創
造
性
」
講
師
千
葉
大
学
教
授

多
湖
蝉
氏

マ
5
丹
羽
目
(
木
)
「
S
F
作
家

の
発
惣
法
」
講
師

S
F作
家
か

ん
べ
む
さ
し
氏

マ
6
け
泣
け
「
今
)

ー
ナ
リ
ス
ト
の
H
」

ι
件
前
日
経
サ

イ
エ
ン
ス
編
集
長
餌
取
遊
男
氏

・
会
場
東
出
火
F
市
南
校
舎

・
時
間
匂
後
4
作
品
分
、
6
時
初

予ノノ

問
い
台
わ
せ
は
、
東
海
大
四
7
f
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
屯
五
時

一
宇
内
線
五
五
心
九
)
へ
。

浦
宇
酎
ぺ
指
町
、
踊
り
を
兼
ね
と
惜

護
体
開
講
山
崎
が
問
か
れ
る
L

7
1
1
F
i
1
9
1
l
o
j
O
]〉

て

i
p
?
?
1
l
y
-
-
}
2
l
d

全
叩
N
(毎
パ
第
1

塙
3
火
曜
日
)

・
時
間
午
前
9
時
四
分
、
日
時
加

分マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
加
人
(
バ
募
多
数
の
場
A
H

は
抽
せ
ん
)

マ
申
し
込
み

4
月
却
U
(
本
)
ま

で
に
、
は
が
き
に
い
4
e
氏
名
・
年

齢
・
電
話
醤
弓
を
記
入
し
、
一
γ
間以
1

車
市
追
穿
1

日刊

vγ

塚
市
福
祉
会

技
能
し

(
1
純・

2
級
)
を
め
ざ

イリ仁川企庁一叶粂
1

一
し
た
、
通
U
制
訓
練

点

m
A月
k
Aパーを点抗日私
ν
て
い
る
。

ヤ
努
H
H
K

川訓練科

(
1
純
)
機
械
加

γ

科
・
比
i
け
引
・
版
念
科
件
、

(
2
純
)
鋳
造
料
・
準
装
科
印
刷

日
刊
機
械
製
凶
科
'
機
械
域
安
科
外

V
山
神
期
間

l
h
(
随
時
交
付
)

hv
受
講
料

l
純
ヘ
仁
川
、

2
椛

ん
ヘ
ず

?
J
J

p

l

 

詳
し
い
こ
と
は
、
種
目
』
諌
事
務

セ
ン
タ
ー
戸
電
話
凶
一
一
山

九
七
八
)
へ
。

城
川
タ
ム
符
岡
崎
事
崎
前
(
電
話
。

同
一
七
位
一
一
八
一
一
一
)
で
は
、

タ
ム
管
理
糧
問
を
行
う
。

-
Hは
、
タ
ム
か
ら
の
般
消
は
せ

ヲ
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
で
行
う
た

め
お
間
違
い
の
な
い
よ
つ
に
。

続水公劉など楽しい遊具が

三
月
総
合
公
園

晴
朗
間
一
一
内
に
競
技
場
が
完

成
し
ま
し
た
が
、
ム
不
慣
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
、

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
家
放
連
れ
で
行
く
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
間
何

回
に
ど
の
よ
~
つ
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
事
護
問
鈴
木
好
子
さ
ん
〉

総
合
公
恵
の
局

干
お
答
え
一

回
に
は
滑
り
ム
口
、

タ
ー
ザ
ン
ロ
I
ブ

一

等

の

コ

ン

ピ

も

含

め

た

M

ふ
る
さ
と
の

1
フ
に
し
た
淘
版
レ
リ
ー
フ

ネ

ー

シ

ョ

ン

遊

具

や

、

砂

場

の

森

ヘ

し

い

の

木

を

中

心

と

し

H

天
援
に
襲
う
ヘ
高
山
市
と

あ

る

か

子

供

広

場

ヘ

石

の

噴

た

か

防

火

樹

林

帯

ヘ

メ

タ

セ

の

友

好

都

市

記

念

の

ブ

ロ

ン

ズ

水

や

小

川

、

子

供

が

本

遊

び

コ

イ

ア

の

A

並
木
選
。
や
パ
ラ
。
手
長
崎
m
g
足
長
像
ψ

を
は
じ

で

き

る

砂

親

水

公

園

ヘ

運

動

厨

等

が

あ

り

、

そ

の

外

の

閣

周

辺

め

、

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

の

κ
球

や

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

の

で

き

に

は

、

け

や

き

、

た

ぶ

、

い

ち

跡

。

や

H

ス
パ
イ
ラ
ル
均
等
が

る
か
自
由
広
場
。
が
あ
り
ま
コ
i
ス
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。
ょ
う
、
さ
っ
き
、
つ
つ
じ
等
約
二
設
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
連

す
。
ま
た
、
思
時
間
を
活
用
し
た
禰
裁
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
万
本
が
構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
れ
で
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

一
周
千
二
百
ド
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
樹
木
さ
ら
に
、
七
夕
飾
り
を
モ
チ
〈
総
会
ム
閣
議
肇
議
所
〉
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コ

ー
ス
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日
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ド
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ア
ハ
レ
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コ
ン
ビ
ュ
タ
的
課
作

山
仕
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コ
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o
i

て
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手
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2
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(
ぷ
)
守
的
8
時
間
分
1

申
し
込
み
は
、

5
月
8
日
(
金
)

の
午
前
9
時
か
ら
9
時
加
分
ま
ど

に
、
印
艦
持
参
の
う
え
、
県
但
藤
沢

一
向
等
職
業
技
術
校
(
藤
沢
市
川
名

九
。
一
一
e

電
話
。
四
六
六
回

四
五
一
へ
。
受
講
料
は
山
県
料
。

市
で
は
、
礎
た
き
り
老
人
と
独
り

募
ゐ

ν
老
人
心
生
活
実
態
調
食
を
行

っ
て
い
る
。
訪
山
号
さ
れ
る
京
底
は
4

月
却
日
(
木
)
ま
で
に
、
各
受
け
持

ち
区
域
の
民
生
長
話
に
申
し
出
そ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
青
祉
総
務
課
老

人
福
祉
悼
(
丸
山
線
二
九
)
へ
。

マ
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世
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万
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一
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会
一
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、
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協
一
万
九
千
九
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、
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曜
万
働
組
合
事
塚
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京
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青
包
部
一
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本
六
百
三
十
一

円
、
金
問
中
芦
校
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一

時
一
一
万
五
千
九
十
円
、
崇
善
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区

民
協
六
千
九
百
一
円
、

X
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円
、
卜
清
水
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宵
五
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神
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整
情
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五
百
一
一
十
円

マ
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ま
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方
(
児
)
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院
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県動物関護セふ/タ では、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの場加と、犬、ね

こによる危害を紡ぐため、今回も次の口程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を叶う。

当日、犬を出される方は「印鑑犬の鑑札」

「注射椅票J:愛犬手帳jを持参のうえ会場へ
お出掛けを。なお、収容家の滞留時間は10分

間。また、持こは麻袋かダンボール箱に入れ

ていただきたい。

5月 2 臼 (ニ士) 5月 9，ヨ (ニと)
9 : 00 神田公民館 9 肌)松坤、公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 損賀公民簡

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 城島公民舘 10ゃ加富士見公民館

10: 30 会出公民館 10 30 中原公民館

10: 50 陪司阪毎字病手土持古 10 : 力目て公民effil
11 10 詰自公民館 11: 15 6";尺公民館

く〉包緩 (4J守)
4月25EJlC時 ~lSfLf ダイクマ点目 /4/J26

U10時~15日干 高村団地時沼会駐宅地 5月 1" 
10時~15時半塚耳北 il

く〉ご協力ありがとうごぢいました(3m
イU占工業平塚じ場78本、小松製作所研究本

各D15本電~~機器製造郎83本、 u産車体 134

本、中南イ言用金曜問之宮支持21本、高周波熟練平

時工場42本、iJ掴ユニノトーサルjZよ家工場32本、 七

和ケミカノレ平塚 I場42本、キーハード塚I場 6

本、ーニ協化学平塚工場79本、平塚角千I上場25本、な

でしこ会官官加本、 1共平塚工場88本、年[すさパ )レ

ロード95本計8印本

つのにぱのだとのしは ま髪すうまが生た何五人
K てかこつま。言ょたこ篤すのる」しつえおの年安小
子相、れてにとい Lーらそい。毛ととたい際母気牛妹中
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あ小に母らま手ろかこげなお 抜テ子守、はんしな長五
まさ毘さとす;支がせんちこ母 いレ膏主 l今げはにつ女年
りいえんつ 髪、まこやとさ てピ注?心て、彼てで生
し時まはすその K しんうをん いを震レドい彼女ますの
やかレ心れん毛子 見漆たキる虫:のも o K 
べらだ記ばなをは ~土曜鞄註ーー なくんッののノな彼子
らお。にい K 引い す千'.1士一J 多モ三が続だとに髪をくよとは
立と ない子つつ::J--:"<手議会合ニノ ら察ろし気む氏、が三

出髪んえが気母 喪ンをでらま子さる うにばんき元イ人で発い

ii在日日っとT!??土日idiiiTZiiiliiifi;
2 2rE言説主早示室主警兵議室長室手長宍完急出霊 ぞ李手与さき主gf五
ういつまくいたはき、までとびはまいはが小とと子い しは宇しをれ売でた母

子書室芝裏話24き李注旨皇民界主主エ舎三奈立て長 老真裏一裏一塁日語充
。動に。ででいもたく思のさのも cタで遊待合とおは たのす母し子びもなは
にかそ伝すうお vないをんでーで I本充かい長母明 よ中れさてにに の活

り

て
、
村
の
人
は
お
も
わ
ず
、
ち
ょ

う
ち
人
を
落
と
し
て
、
日
を
こ
す

り
ま
し
た
。
そ
の
ま
に
、
む
じ
な

は
ち
ょ
う
ち
ん
を
と
る
と
、
竹
や

ぶ
へ
い
ほ
こ
ん
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
で
、
あ
く
る
夜
、
む
じ
な

は
、
こ
ん
と
は
ち
L

ホ
う
ち
ん
を
も

i
平
塚
本
宿

i

っ
た
h
K
9
め
に
は
げ
て
と
お
り

む
か
し
か
ら
、
平
塚
本
的
の
薬
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
レ
た
;
が
か
り
の
人
に
声
を
か
け
、

開
院
の
あ
た
り
を
清
水
と
い
っ
て
日
が
く
れ
る
と
、
ね
か
い
さ
れ
-
夜
道
は
あ
ぷ
の
う
ご
ざ
い
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
た
り
は
、
い
な
む
す
め
に
は
け
た
む
じ
な
す
。
わ
た
く
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
を

竹
や
ぷ
が
ほ
の
、
さ
び
し
い
と
こ
は
、
ま
た
竹
や
ぶ
の
そ
は
の
道
に
も
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
た
く

ろ

だ

っ

た

そ

う

で

す

。

立

ち

ま

し

た

。

ま

で

お

送

り

い

た

し

ま

し

ょ

う

」

と
こ
ろ
で
、
こ
の
竹
や
ぶ
に
、
や
が
て
、
村
の
人
が
と
お
り
か
と
か
な
ん
と
か
、
う
ま
い
こ
と

年
を
と
っ
た
む
じ
な
(
た
ぬ
き
)
か
り
ま
し
た
。
を
い
っ
て
、
と
ち
ゅ
う
ま
で
い
く

が
す
ん
で
お
り
一
ま
し
た
。
そ
の
む
一
お
や
つ
む
す
雪
え
、
あ
ん
と
、
診
を
か
け
て
、
に
げ
る
と
い

じ
な
は
、
子
ど
も
の
と
i

き
か
ら
い
た
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
な
に
し
て
う
い
た
ず
ら
を
し
ま
し
た
。

た
ず
ら
も
の
で
、
な
ん
と
か
人
間
い
る
ん
だ
い
。
は
や
く
か
え
っ
た
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
し
ょ

を
だ
ま
し
て
や
ろ
う
と
、
ば
げ
る
ほ
う
が
い
い
一
っ
ち
ゅ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
が
お

け
い
こ
ほ
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
村
の
人
は
そ
う
い
っ
て
、
ち
ょ
き
る
の
で
、
村
の
人
た
ち
は
、
用

そ
の
か
い
が
あ
っ
て
、
ど
う
や
う
ち
ん
で
、
台
じ
な
の
は
け
た
む
心
し
て
、
な
る
べ
く
、
夜
は
清
4

ら
、
人
間
に
ば
げ
る
こ
と
が
で
き
す
め
の
顔
を
て
ら
し
て
み
ま
し
の
竹
や
ぶ
の
そ
ば
を
と
お
ら
な
い

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
i

と
た
。
む
す
め
の
顔
は
、
絵
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
で
も
、
と
き

い
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
ば
げ
で
も
け
だ
し
て
き
た
み
た
い
に
き
れ
い
に
は
、
ど
う
し
て
も
と
お
ら
な
け

人
間
の
子
ど
も
に
ば
げ
る
く
ら
い
鎖
態
鐙
綴
議
機
織
繍
醐
唖
'
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て

が

せ

い

い

っ

ぱ

い

で

し

た

そ

れ

響

機

彩

肉

辻

ぶ

こ

ま

っ

て

主

い

ま

し

た

。

で
も
、
な
ん
ど
も
、
な
ん
ど
も
け
麗
臨
覇
野
敬
宿
望
匿
「
そ
い
つ
は
き
っ
と
、
年
と
っ
た

一
い
こ
し
て
い
る
う
ち
に
、
ど
う
や
輔
轍
輯
輔
、
j
h
h
u
m
-
一
気
炉
む
じ
な
の
い
た
ず
ら
だ
。
よ
し
、

一
ら
、
わ
か
い
む
す
め
に
ば
げ
ら
れ
輔
麟
鱒
開
明
弘
山
一
〆
手
掛
献
と
っ
ち
め
て
や
ろ
う
」

一

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

頭

痛

轟

理

主

い
v
量
挙
あ
る
晩
、
神
経
の
ふ
と
い
村
の

一
よ
ろ
こ
ん
だ
む
じ
な
は
、
日
が
轟
整
区
新
老
人
が
、
な
に
く
わ
ぬ
顔
で
、
清
水

一
く
れ
る
と
、
む
す
め
に
は
け
て
、
議
鰯
嫌
絡
線
機
務
鰭
綴
額
公
賓
の
竹
や
ぶ
へ
で
か
け
ま
し
た
。

…

竹

や

ぶ

の

わ

き

の

道

に

立

っ

て

、

で

し

た

。

こ

こ

の

と

こ

ろ

、

村

人

が

と

お

一
人
が
く
る
の
毒
ち
ま
し
た
。
そ
「
は
は
あ
、
お
ま
え
さ
ん
、
遂
に
急
い
て
た
い
く
つ
し
て
い
た

一
こ
へ
、
村
人
が
と
お
り
か
か
り
ま
ま
よ
っ
た
ん
だ
ね
。
ど
こ
へ
い
く
む
じ
な
は
、
お
お
よ
ろ
こ
び
で
、

一
し
た
。
村
人
は
足
を
と
め
て
、
む
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
い
つ
」
さ
っ
そ
く
む
す
め
に
ば
け
て
、
で

一
す
め
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
み
ま
し
む
じ
な
の
は
け
た
む
す
め
は
だ
で
き
ま
し
た
。

一
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
そ
の
む
ま
っ
て
、
村
の
人
の
い
く
方
向
を
そ
し
て
、
む
じ
な
が
、
な
に
か

一
す
め
の
旗
に
は
、
巣
く
て
長
い
ひ
指
さ
し
ま
し
た
。
い
お
う
と
す
る
と
、
そ
の
人
は
、

一
げ
が
は
え
て
い
た
の
で
す
。
「
だ
っ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
い
い
。
も
の
も
い
わ
ず
に
、
用
意
し
て
い

一
「
ひ
ゃ
あ
f

ば
け
も
の
だ
/
」
わ
し
が
つ
れ
て
っ
て
や
ろ
う
」
た
沃
を
い
き
な
り
、
む
じ
な
の
む

一
村
人
は
び
っ
く
り
し
て
、
に
げ
む
じ
な
は
、
村
の
人
に
つ
れ
ら
す
め
の
鎖
か
ら
、
ど
さ
っ
と
か
け

一
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
れ
て
、
あ
る
き
だ
し
ま
し
た
。
と
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
む
じ
な
も

一
吋
あ
れ
ま
あ
、
き
れ
い
な
む
す
め
こ
ろ
が
、
お
寺
の
ま
え
ま
で
く
る
び
っ
く
り
ぎ
よ
う
て
ん
し
て
、
竹

一
に
ば
け
た
つ
も
り
な
の
に
、
顔
は
と
、
き
ゅ
う
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
や
ぶ
へ
に
げ
こ
み
ま
し
た
。
そ
れ

一
ば
け
さ
れ
な
か
っ
た
ん
だ
」
し
ま
い
ま
し
た
汚
い
っ
し
ょ
に
さ
か
ら
は
、
む
じ
な
の
わ
る
さ
は
な

一
そ
こ
で
む
じ
な
は
、
ま
た
、
ば

F4刊
の
人
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
け
る
け
い
こ
を
つ
づ
け
、
そ
の
う
と
お
も
っ
て
、
む
す
め
の
践
を
の
・
郷
土
誌
「
む
か
し

一
ち
、
顔
の
ほ
う
も
き
れ
い
に
ば
け
ぞ
き
こ
も
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
も
の
が
た
り
」
よ
り
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